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家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法 

　

身
近
に
あ
る
山
や
川
・
海
な
ど

の
自
然
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
多

く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ

の
自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
私

た
ち
は
自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け

な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
多
く
の
生
き

も
の
も
、
か
つ
て
は
私
た
ち
の
す

ぐ
近
く
の
里
山
や
水
辺
・
田
ん
ぼ

に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

こ
ろ
の
人
間
と
の
関
係
は
、
奥
山

に
住
む
生
き
も
の
と
は
住
み
分
け
、

里
に
住
む
生
き
も
の
と
は
共
生
す

る
暮
ら
し（
文
化
）が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
変
化
し
、
里
山
が
放
置

さ
れ
、
開
発
行
為
で
山
や
水
辺
の

自
然
が
改
変
さ
れ
、
生
き
も
の
と

人
の
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

シ
カ
な
ど
野
生
動
物
に
よ
る
被
害

も
増
え
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
な
ど
外
来
種
に
よ
る
生
態
系
へ

の
影
響
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
な
ど
の
生
き
も
の
が
、
そ

れ
ぞ
れ
本
来
の
場
所
で
、
適
正
な

数
で
生
息
で
き
る
自
然
を
取
り
戻

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
生
態
系
を

保
全
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
今
年
か
ら
５
月　

日
を
豊
岡
市

２０

「
生
き
も
の
共
生
の
日
」と
し
ま

す
。（
詳
細
は　

ペ
ー
ジ
）

１７

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
生
き
物
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
生
息
す
る
自
然
環
境
の
保
全
」 

４ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
と
す
る
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
市
が
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
号
か
ら
は
、
計
画
第
４
章
の

取
組
み
の
方
向
を
説
明
し
ま
す
。
今
回
は
、
生
き
も
の
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
生
息
す
る
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
で
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

９
０
１
７

21

■
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）の
制
定

の
経
過

　

平
成
７
年
ま
で
の
わ
が
国
の
廃

棄
物
処
理
は
、
高
温
多
湿
の
気
候

条
件
、
狭
い
国
土
な
ど
の
事
情
に

よ
り
「
燃
や
し
て
埋
め
る
」
処
理

が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
最
終

処
分
場
の
ひ
っ
迫
な
ど
の
廃
棄
物

処
理
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
、
廃
棄

物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
国
で
は
、
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物

の
容
積
で
約
６
割
、
重
量
で
約
２

割
強
を
占
め
る
容
器
包
装
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、

平
成
７
年
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
か
ら

は
、
か
ん
・
び
ん
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
進
め
ら
れ
、
平

成　

年
か
ら
は
、
さ
ら
に
紙
製
、

１２
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
廃

棄
物
に
つ
い
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
こ
の

よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
平
成　
１３

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
市
で
も
、

そ
れ
に
合
せ
て
、
収
集
品
目
の
変

更
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
な
ぜ
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

市
が
回
収
を
行
わ
な
い
の
か

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物

は
、
基
本
的
に
市
が
収
集
し
、
処

理
を
行
う
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
粗
大
ご
み
の
中
に

は
、
非
常
に
大
型
で
重
い
た
め
、

他
の
廃
棄
物
と
一
緒
に
収
集
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
非
常

に
固
い
部
品
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
ご
み
処
理
施
設
で
の
破
砕
が

困
難
で
あ
る
も
の
が
存
在
し
ま
す
。

　

家
電
製
品
は
、
こ
れ
に
該
当
す

る
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
金
属
、

ガ
ラ
ス
な
ど
の
有
用
な
資
源
が
多

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー

ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

○
身
近
な
自
然
に
関
心
を
持
ち
、

里
山
や
水
辺
の
保
全
活
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

○
多
様
な
生
き
も
の
の
生
態
を

学
び
、生
息
環
境（
ビ
オ
ト
ー

プ
、
エ
サ
場
、
ね
ぐ
ら
な
ど
）

を
保
全
し
ま
し
ょ
う
。

○
ペ
ッ
ト
動
物
は
責
任
を
持
っ

て
飼
育
し
、
外
来
種
は
絶
対

に
自
然
界
に
放
し
ま
せ
ん
。

く
含
ま
れ
る
も
の
の
、
市
に
よ
る

処
理
で
は
、
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
が
行
え
な
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
体

制
整
備
、
製
造
業
者
、
小
売
業
者

を
含
む
関
係
者
の
適
切
な
役
割
分

担
、
技
術
、
将
来
展
望
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
が
行
わ

れ
、
小
売
業
者
が
引
き
取
り
、
製

造
業
者
等
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

現
状
の
仕
組
み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
は
、
排

出
者（
市
民
）は
適
正
な
排
出
、
小

売
業
者
は
排
出
者
か
ら
の
引
取
り

と
製
造
業
者
等
へ
の
引
渡
し
、
製

造
業
者
等
は
引
取
り
と
リ
サ
イ
ク

ル（
再
商
品
化
等
）と
し
、
一
人
ひ

と
り
が
協
力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
、

排
出
者
は
、
適
正

な
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
負
担
す
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

　

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
は
、
生

ご
み
、か
ん
・
び
ん
、衣
類
な
ど

の
異
物
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
異
物
が
入
っ
て
い
る
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
障
害
と
な
り
ま
す
。
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　コウノトリの野生復帰プロジェクトなど、地域レベ
ルの生物多様性に向けた取組みを国内外に発信するた
め、国連が提唱する国際デーの１つの「国際生物多様
性の日（５月２２日）」記念イベントを開催します。皆さ
ん、ぜひ、参加ください。
①コウノトリシンポジウム
◇日　時　５月２２日（木）午後１時３０分～４時３０分
◇会　場　豊岡市民プラザ（アイティ７階）
◇内　容
・基調講演①「生物多様性の重要性」（県立人と自然
の博物館長　岩槻邦男さん）
・基調講演②「地域で取り組む生物多様性の保全」
　（東京大学大学院教授　鷲谷いづみさん）
・記念講演「私、今森光彦が見た人と生きもの」
　（写真家　今森光彦さん）
・地域からの報告や対談、パネル展示など（予定）
◇入場料　無料
《問合せ》但馬県民局コウノトリ翔る地域づくり担当

�２６－３６２４
②ミュージカル「火の鳥」（劇団わらび座）
　生と死を見つめ、生命の連鎖を描く手塚治虫の大作
を、ぜひ、ご覧ください。
◇日　時　５月２２日（木）午後７時開演（午後６時３０分

開場）
◇会　場　市民会館文化ホール
◇入場料　１階前売指定席３，５００円、前売自由席３，０００
　　　　　円、高校生以下の前売自由席２，０００円
　　　　　（当日券は各５００円増）
《問合せ》コウノトリ共生課�２１－９０１７

「「「「「「「「「「「「「「国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際生生生生生生生生生生生生生生物物物物物物物物物物物物物物多多多多多多多多多多多多多多様様様様様様様様様様様様様様性性性性性性性性性性性性性性のののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日」」」」」」」」」」」」」」「国際生物多様性の日」
記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念イイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトをををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす記念イベントを開催します

5月20日を
「生きもの共生の日」として

制定しました

　市では、
コウノトリ
も住める豊
かな環境づ
くりの実現
を目指し、
生きものと
の共生意識
の醸成や浸
透を一層進
め、持続可
能な地域づ
くりを確固
たるものに
していくた
め、放鳥コ
ウノトリの初のヒナ誕生が確認された日
（５月２０日）を豊岡市「生きもの共生の日」
として制定しました。
　今後、毎年５月２０日を中心に、人と生き
ものとの共生を広く市民の皆さんに普及啓
発する取組みを進めていきますが、初年度
の平成２０年度は、次世代を担う子どもたち
を主人公とした「子どもワークショップ」
の開催や、子どもたちによる地元の生きも
の調査などを実施します。
《問合せ》コウノトリ共生課�２１－９０１７

▲昨年、国内の自然界で４３年ぶり
に誕生したコウノトリのヒナ＝
平成１９年５月２９日撮影、豊岡市百
合地（写真提供：県立コウノト
リの郷公園）

　

豊
岡
市
に
は
、
現
代
の
書
の
確

立
に
先
駆
的
な
業
績
を
遺
し
た
２

人
の
巨
匠
が
生
ま
れ
て
い
る
。
か

な
書
系
の
仲
田 
光 
成
   
（
竹
野
町
松

こ

う
 せ

い

本
出
身
）と
、
漢
字
書
系
の
森
田

子
龍

    

（
上
陰
出
身
）で
あ
る
。

し
り
ゅ
う

　

第
２
次
大
戦
後
、
書
は
実
用
性

が
刻
々
と
失
わ
れ
る
な
か
で
、

「
美
術
と
し
て
の
書
」
の
確
立
を

迫
ま
ら
れ
た
。
い
か
に「
お
習
字
」

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
す
る
か
で

あ
っ
た
。

　

仲
田
光
成
は
、
平
安
古
筆
を
徹

底
し
て
研
究
、
精
習
す
る
な
か
か

ら
現
代
の
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
か

な
を
追
求
し
、「
は
る
風
や
」
の
与

謝
蕪
村
句
に
よ
っ

て
、
い
ち
早
く
大

字
か
な
に
新
生
面

を
切
り
拓
い
た
。

　

森
田
子
龍
は
、
世
界
の
美
術
を

 
席  
捲 
し
た
抽
象
表
現
主
義
に
連
動

せ

っ
 け

ん

し
て
「 
墨  
美 
」
誌
を
創
刊
。
理
論

ぼ

く
 
び

と
制
作
の
両
面
に
お
い
て
、
書
の

現
代
化
に
先
駆
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。

　

豊
岡
が
、
こ
の
よ
う
な
偉
大
な

巨
匠
を
生
み
出
し
た
の
は
、
そ
の

歴
史
と
風
土
が 
類  
稀 
れ
な
美
意
識

た
ぐ
い 

ま

を
醸
成
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

２
人
は
、
文
化
都
市
豊
岡
の
誇
り

で
あ
ろ
う
。

仲田光成さん

森田子龍さん

　

書
の
美
に
見
る
豊
岡
の
巨
匠
に
つ
い
て
、
美
術
評
論
家
の
田
宮

文
平
さ
ん
に
評
論
い
た
だ
き
、
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
《
問
合
せ
》
文
化
振
興
課
�　

－

1
1
６
０

２３

書
の
美
に
見
る
豊
岡
の
巨
匠 

上 


